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Background

戦後、高度経済成長を果たした我が国であるが

近年急激な人口減少と高齢化が社会問題となっている

特に地方小都市は深刻である

一方でこうした地方小都市には豊かな自然や伝統、歴史が残っており

今日、地域資源を活かしたオルタナティブツーリズムを取り入れた観光まちづくりが注目されている

About Masuda & NPO

対象とする地方小都市は島根県益田市

人口約 49,000 人、人口の 30％が、山間地域では 40％以上が高齢者であり少子高齢化問題を抱える典型的な地方小都市である。

深刻な問題を抱える一方、益田市には豊かな自然と文化、歴史、特産品などがあるが、注目されることはなく、これといった観光資源にはならない。

しかし、現地にてヒアリング調査を行ったところ

NPO 法人“益田市・町おこしの会”が自転車によるまちおこしプロジェクトを積極的に行っていることが分かった。

益田市・町おこしの会では年に一度、サイクルウィークというイベントを実地し、最終日には全国から 200 名に及ぶサイクリストが集まり、益田市内を走り抜ける。

車輪がつくる風景
島根県益田市蟠竜湖公園のリノベーション
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敷地周辺調査マップ



（１）現状

荒地、大きな箱型のホテル、駐車場、

崖、並木道がある

（２）復元

削られたぢ地を元に戻しなだらかな

斜面を復元する

（４）導線

敷地全体で緩やかに、シークエンス

景観を楽しめる自転車導線を考える

（３）配置

既存ホテルの宿泊機能を外に出し

斜面に沿って配置する

Land scape
配置した建物と自転車導線に地形を合わせオープンスペースや林道でその間を繋ぎ、建物
と広場のディテール
敷地全体でランドスケープデザインを考える

Concept
「地方小都市におけるサイクリストの拠点計画」

深刻な人口減少という問題を抱えながらも“自転車”という地域資源を活かしたまちづくりに
取り組んでいる島根県益田市
ここに全国300万人のサイクリストが注目し自転車に集中できる空間を提案する

Site
敷地は益田市が推薦するサイクリングコース上にある蟠竜湖の畔
美しい湖景観を主体としたレジャーの場として、散策コースやボート乗り場、釣堀などがあり、
地域の人々に親しまれていたが、近年利用者が激減し廃れたものとなっている
今となっては大きなホテルと駐車場、フェンスのない崖や荒地だけが残されている

Idea
「島根県益田市蟠竜湖公園のリノベーション」

箱型の閉鎖的なホテル
荒地や崖、大きな駐車場
サイクリストの合宿スペース

湖＋石州瓦＋自転車導線、そこを走る車輪（サイクリスト）がこの地に独特な風景を作り出す

石州瓦

それぞれの建物の屋根には石見地方の地場産業である石州瓦を使用する
石州瓦は光の当たり方により様々な表情を見せるため、南向きの斜面に配置し、かつ水の反
射を受けるこの敷地で、独自の風景を作り出すと考える

・既存ホテルのコンバージョン
・土地を整えランドスケープの調整を行う
・各宿泊棟のデザイン

湖 石州瓦 自転車

瓦を間近で見ることができる

石州瓦の利用

日陰

屋根を伸ばす

屋根の中に入る 軒下

休憩スペース

蟠竜湖の畔　敷地配置図
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路地！

この通り気持
ちがいいな

散策しに行こう

静かだな

安らぐ

自然の中

今日は屋内
で練習

レンタルしよう

整備してもらおう
ここの定食お
いしいのよー

温泉もあるん
ですって

最近サイクリスト
多いわねぇ

休憩しよう

トイレ行
ってくる

BBQしようよ！

本当にきれいな湖

素敵な風景だな

キャンプファ
イヤーしよう

コーヒー
飲もうか

うまい棒
食べたい

30分500円！
安い！
乗ろう！

鯉がたくさんいるよ！

あ、日陰

この公園
楽しそうだな

日光浴しよ

石州瓦が
光ってる！

湖景観

ボート乗り場

既存ホテル

裏山

並木道

無人化

大きな駐車場

崖と荒地
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広場と車輪

通りと車輪‐共有タイプ‐

通りと車輪‐ディスプレイタイプ‐

湖と車輪‐親水タイプ‐

湖と車輪‐解放タイプ‐

湖が一望できる
ダイニング

バスルーム

車輪も好きだが
絵も好き

親水性を高める浅瀬
が部屋の中にある

親自転車と一緒に寝ること
ができるベッドスペース
　

＋500

±0

通りと車輪

湖の水面より 3m 高い位置にある

通りに面し大きなテラスがあり自慢の自転車をディスプレイしたり、整

備したり、各々の自転車を持ち寄っておしゃべりしたりすることで自転

車コミュニティができる出会いの場

湖と車輪

湖景観を眺めながら、安らぎや静けさを求めるサイクリストへの提案

南に面して大きな窓があり、窓の区切り方によって部屋の形が変わる

広場と車輪

広場に面している団体向け宿泊棟

建物内には各々の自転車を持ち寄りミーティングや整備ができるラウン

ジがあり、屋根上では、昼は湖を一望できる、夜は星空を眺めることが

できるテラスがある

敷地断面図 A-A’

給湯室
和室 8畳

－1000

±0

ウッドデッキでできた
広めのエントランスホール

天井の上は高台から橋がかかり
この建物の上を車輪が通る

自転車いじ
りをする人

宿泊した団体のミーティングや
自転車の整備ができる共同ラウンジ

ガラス張りのラウンジ

大人数の
宿泊客に最適

宿泊棟

それぞれの宿泊棟では、サイクリストが自分の自転車

を駐輪所や玄関に放置せず部屋まで持ち運ぶことがで

きる部屋プランを考えた
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自転車導線

車輪の家 

敷地にやってきたサイクリストがまず訪れる車輪の家

ボリュームを隠し、もともとの大きさを利用し、中心

に大きな吹き抜け空間を設け

スロープによる自転車導線を取り入れた

２Ｆのオープンテラスから下るスロープは、14 の宿泊

棟と広場へと続いている

 １F: インフォメーション・サイクルショップ・トレーニングジム

1.5F: セミナールーム・レストスペース

 ２F: レストラン・食堂・オープンテラス・展望デッキ

 ３F: 温泉・洗濯受付・リラックスルーム

0m 5m

0m 5m 0m 5m

部屋の中でも自転車導線が
確保できるゆったりタイプ

通りに面しているので

隠したいところは隠す

ウッドデッキ

通りに面し、お隣とデッキを共用することで

新しい自転車コミュニティができる

給湯室

和室 8畳

W.C

W.C

物置

－1000

－1000±0
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一般の人も利用できる顧問スペース
ワークショップなど使い方自由　　

　

夜はまくら投げ　

宿泊した団体のミーティングや
自転車の整備ができる共同ラウンジ
　

0ｍ 5ｍ

湖を一望できる

湖と車輪

瓦通り

軒下の延長は日陰空間

通りと車輪

並木通り

広場と車輪

団体用宿泊棟 トレーニングルーム

オープンテラス

リラックスルーム

ラウンジ図書コーナー

車輪の家
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のんびり広場
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